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DTP・フォトグラフィックに使える液晶モニター bfwl=`çäçêbÇÖÉ» 
CRT モニターを超えるカラーマネジメント環境を確立した EIZO ColorEdge の性能を解説。 

 

1．概要 

印刷／デザイン業界では、DTP やデジタル画像（写真・イラスト）による入稿はもとより、近年では

色校正を介さない CTP 印刷（Computer To Plate：ダイレクト刷版）が急速に普及してきており、入稿

画像データの品質責任を負う編集者やデザイナー、カメラマンには、入稿前のデータ上（モニター

上）で完成品の厳密な色確認が求められ

ています。 

そうした厳密な色確認が求められるプ

ロのグラフィックユーザーをターゲットに

開発したモデルが EIZO ColorEdge シリー

ズです。広いカラースペースの実現／加

法混色の成立／滑らかな階調表現など、

これまでの液晶モニターでは困難とされ

ていた問題点を解決し、DTP・フォトグラ

フィック業務に使えるキャリブレーション

対応の液晶モニターです。 

 

 

 

2．EIZO ColorEdge が印刷／デザイン用途に適する理由 

EIZO ColorEdge を開発／商品化するにあたって、下記に挙げる液晶モニターでは困難とされて

いた問題点を、高範囲／高レベルで改善しています。 

 

(1) CRT モニターと遜色のない広域なカラースペースを実現。 

(2) 視角を振ったときの色調変化や階調変化を抑制。 

(3) 忠実な白色表示、安定した輝度表示を実現。 

(4) 滑らかで忠実な階調特性を実現。 

(5) 加法混色を正確に成立。 

(6) 高精度なキャリブレーションを実現。 

 

以下順を追って EIZO ColorEdge で取り組まれた技術や成果を説明したいと思います。 
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(1)  CRT モニターと遜色のない広域なカラースペースを実現。 

これまで液晶モニターは、カラースペース（色の再現域）が狭く、オリジナルに対する色の再現性

が良くないと言われていました。確かに、多くの LCD はくすんだり褪せた色でしか表示できず CRT

モニターと比較すると明らか

に劣る感があります。しかし、

ColorEdge は違います。液

晶パネル表面に貼付された

カラーフィルターやバックラ

イトを厳選することで、CRT

モニターと比較しても全く引

けを取らない広域なカラー

スペースを実現しています。 

 
 
(2) 視角を振ったときの色調変化や階調変化を抑制。 

液晶モニターは、斜めから画像を見ると色調変化を起こしたり、白っぽくなるなど、CRT モニター

ではありえない致命的な欠点を持っていました。現在でも多くの液晶モニターがこの特性を持って

いますが、ColorEdge ではこの色調変化を極力抑えるために、視野角が広いことはもちろん、視角

を振ったときの色調

変化や階調変化が

起 き に く い IPS

（ In-Plane-Switchin

g）方式の液晶パネ

ルを採用しました。

色作業をおこなう上

でもまったく問題の

ないレベルに仕上

がっています。 

 
 
 
 

(3) 厳密な白表示・安定した輝度表示が可能であること 

モニター上での色作業をおこなう

場合は、まず白色が正しく表示され

て い る こ と が 非 常 に 重 要 で す 。

ColorEdge は白色の設定を色温度ご

とにおこなうことが可能です。より厳

密 な 白 色 調 整 は 、 後 述 す る

ColorNavigator ソフトウェアによるキ

ャリブレーションにて可能となりま

す。 

また、安定した輝度を表示し続け

ることも、正しい色表示のためには非常に重要です。ColorEdge シリーズのみならず EIZO の液晶モ

ニターは輝度安定化回路を搭載しています。他の液晶モニターでは安定まで 1～2 時間かかり、か

カラースペースの狭い一般的な液晶モニターの場合、全体に薄い色合いに表示されてしまいます。 
ColorEdge での表示 一般的な液晶モニターでの表示

ColorEdge は左図のように、視野角を振っても階調の変化がほとんどないことが特長です。（各階調間の変位が

角度により変化しない。）一方、汎用の LCD は角度により階調が大きく変化します。(白浮きの要因) 

同じ表示データであるにもかかわらず、左図(5000K)に対し、右図(9300K)は明らかに青い。
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つ周囲温度など環境により輝度が容易に変化しますが、EIZO 液晶モニターは、電源オン時から数

分後にはきわめて安定した輝度表示が得られます。また、温度などの周りの環境にも影響されず、

長期にわたって安定した表示を実現。これは、EIZO の液晶モニターのみが持つ大きな特長です。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(4) 滑らかで忠実な階調特性を実現。 

どんな液晶パネルでもグレースケールを表示して階調特性を見てみると、品位の悪さは一目瞭

然です。グレースケールに段差はあるし色付も起きています。しかし ColorEdge は、液晶モニターの

もっとも弱い階調特性を、個別に調整することですべて吸収しています。CRT ベースのキャリブレー

ション以上の階調表現力を持っています。 

 

＜ColorEdge の各色 10 ビット表示＞ 

ColorEdge シリーズは、コンピュータから出力さ

れた 8bit（256 階調）データを、モニター内部で

10bit(1,021 階調)に多階調変換し、再度、理想の

8bit に再割当てを行うガンマ補正機能を内蔵して

いますので、滑らかな階調表示を実現します。こ

のため、ColorEdge の階調表現力は他汎用液晶

モニターや、その他通常の 8bit 処理能力しかない

キャリブレーション対応のモニターと比較して圧倒

的に滑らかです。 

電源オン直後 安定時

最初は暗く、徐々に輝度が落ち着いてくる液晶モニターの場合

最初は明るく、徐々に輝度が落ち着いてくる液晶モニターの場合

電源オン直後から安定した輝度を提供する EIZO 液晶モニター

汎用モニターの段差や色付きのあるグレースケール(左図)と比較し、ColorEdge のグレースケール（右図）は、圧倒的に色が均一で滑らか。 
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また、ほとんどのモニターは、

階調の変化度合いであるガンマ

値を調整することができません。

一方 ColorEdge は、内部にガン

マ調整機能を持っており、階調

の滑らかさを維持したまま、OS

や画像により異なるガンマ値に

調整することが可能です。ガン

マ値も、色を正しく表示する上で

は非常に大事な用件です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ガンマ値とは＞ 
ガンマ値とは、階調と輝度特性を式に表したとき

の係数のことを指します。下図では、X のγ乗のグ

ラフを表示しています。横軸が階調、縦軸が出力輝

度となります。出力輝度は階調が上がるにつれて、

より明るくなるという関係式になっています。 

 

 

 

 

 

 

(5) 加法混色を正確に成立。 

加法混色とは、色の基本である R、G、B の輝度の和が白(White)の輝度になるという、色の基本

原理です。次ページの右図では、白色を直接測定した黒線と、R と G と B を個別に測定して足し合

左がガンマ 2.2、右がガンマ 1.8 で表示した画像です。一般的にガンマ値が小さいほど、画
像が明るく表示され、同時に、中間色もガンマが異なると違って見えます。 

RGB の 3 色のガンマ値がそろっている場合。

RGB の 3 色のガンマ値がそろっていない場
合。部分的に色付が出ており、正しい色再
現ができていません。
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わせた白色(R+G+B)のずれで表されています。

この特性は、通常の液晶モニターではおおきく

ずれていますが、ColorEdge では、加法混色の

お手本といわれる CRT とほとんど同等の性能

を保持しています。よって、色の合成で成り立っ

ているモニター上の色表現が、微妙な色も含め

てきわめて正確に表現できます。 

 

下図は、ColorEdge と他の汎用液晶モニター

の加法混色をグラフ化したものです。横軸は階

調、縦軸は上記グラフの White と R+G+B の比

（W/(R+G+B)）を示します。汎用液晶モニターは、低階調に行くにしたがって、加法混色が大きくず

れてくることがわかります。加法混色がずれているモニターの場合、ICC プロファイル作成時にもか

なりの妥協が必要です。通常の ICC プロファイルは White と各 RGB、各 RGB のガンマ値のみの記

載でよいのですが、加法混色が成り立たない場合、多数のカラーパッチによる近似的な対比テーブ

ルによるプロファイル

しか作成ができませ

ん。 

 

 

 

 

 

 

 

(6) キャリブレーションが高精度であること 

キャリブレーションには、ソフトウェアとハードウェアの 2 種類のキャリブレーションがあります。 

 

1. ソフトウェアキャリブレーション 

OS が持っているガンマ調整アプリケーションや、汎用キ

ャリブレーションパッケージ品はソフトウェアキャリブレーシ

ョンという手法をとっています。これは、白色調整、階調調

整、輝度調整の一部またはすべてにおいて、ビデオカード

そのものの出力を減らすことで、ターゲットとなる色表示を

実現するものです。例えば、白色調整の場合、右図のよう

に RGB が 255、255、255 である場合に、色温度を下げると

この時点で Green と Blue の階調が大きく減ります。同じよう

に、ガンマ調整、輝度調整でも同じように階調が減少し、結

果として得られる画像は、グレースケールの場合でみると、

色つきやバンディングが出てきてしまいます。 

足し合わせ 

255

240

220

5000K

足し合わせ 

255

255

255

6500K

6500K 表示では階調は減りません
が、5000K 表示では Green と Blue
の階調が減ってしまいます。

汎用モニターの加法混色(左図)と比較し、ColorEdge の加法混色(右図)は、ほとんどずれがありません。 
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2. ハードウェアキャリブレーション 

一方、ハードウェアキャリブレーションとは、白色調整、

階調調整、輝度調整の一部もしくはすべてにおいて、ビデ

オカードの出力を減らすことではなく、ハードウェアつまり、

モニター内部の出力を変更することで、ターゲットとなる色

表示を実現しています。例えば、以下のように RGB が 255、

255,255 である場合に、色温度を下げてもモニターの色調

整をモニター内部でおこなうことで、R と G の階調が全く減

らず、255 を保っています。また、ガンマ調整も 0 から 255

の階調をまったく損なわずに、モニター内部に最適な階調

を表示する機能を持たせることにより、階調が減ることを

防いでいます。結果として得られる画像は、グレースケー

ルの場合でみると、色つきやバンディングのほとんど無い画像となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

足し合わせ 

255

255

255

6500K

足し合わせ 

255

255

255

5000K

各色 8bit(256 階調)未満のデータにて表示せざ
るを得なく、 
グレースケールに飛び、最悪は色付きが表示
されてしまいます。 

ソフトウェアキャリブレーションでは、グレースケールに飛び、色付
きが出てきてしまいます。 

各色 8bit のデータをそのまま表示させることが
可能です。色調整、輝度調整、ガンマ調整は
モニター内で完結。 
グレースケールに飛び、色付きはまったく見ら
れません。 

ColorEdge のハードウェアキャリブレーションでは、階調は減少しな
いため、グレースケールに飛び、色付きはまったく出ません。 
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3. EIZO 独自のキャリブレーションソフトウェア ColorNavigator の実際 

ColorNavigator は Full ハードウェアキャリブレーションソフトウェ

アです。測定器としては、GretagMacbeth 製の分光タイプ測色計

i1 を採用。前述の白色調整、階調調整、輝度調整のすべてにお

いて、階調をまったく減らさずにハード的にモニターの色を調整で

きる機能を持っています。実際には、ハードウェアの各色 10bit テ

ーブルを直接ソフトウェアがアクセスし、微妙な色調整をおこなっ

ています。結果として得られるグレースケールなどの画像は、色

付きやバンディングの全く無い、極めて滑らかな画像になってお

ります。階調も256階調きっちり表示できているため、その差は明

らかです。 

また、ColorEdge は、10bit テーブルでの調整により、紙色であ

る色温度を 0.5ΔE 以下に調整することが可能です。紙色とほとんど違いのない色温度を実現する

ことが可能です。 

 

 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
GretagMacbeth は Gretag-Macbeth Holding AG の登録商標です。 i1 は Gretag-Macbeth Holding AG の商標です。その他、記載されている会社名お

よび商品名は、各社の商標または登録商標です。Copyright Ⓒ 2003 株式会社ナナオ  All rights reserved. 

ColorNavigator は、紙色に対し、0.5ΔE という極めて精度の高い色温度に調整することが可能です。 


